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真核細胞内に発達した膜構造（オルガネラ）が，その特徴的な機能を発揮するためには，各
オルガネラ膜を構成するリン脂質が適切な組成比で維持されなければならない。このような
リン脂質の恒常性維持機構を理解するためには，リン脂質の合成と輸送の分子機構解明が
必須であるが，一部の脂質合成酵素や，ベシクル輸送を介さない（例えばミトコンドリア小
胞体間での）リン脂質輸送機構は不明であった。  
　私たちは，未だ不明な点の多いリン脂質の生合成機構の解明に挑み，ミトコンドリア特
異的リン脂質であるカルジオリピンの合成に関与する新規酵素の同定や(1)，ミトコンドリ
ア膜間部において，ホスファチジン酸とホスファチジルセリンを輸送するUps1-Mdm35, 
Ups2-Mdm35複合体の同定に成功した（2, 3）。またオルガネラ間リン脂質輸送を評価で
きるin vitro実験系を確立し，ミトコンドリア・小胞体間を物理的に結合するERMES複合
体が，これらオルガネラ間でのリン脂質輸送を促進する事を明らかにすることを明らかにし
た(4)。さらに最近では，脂質輸送への関与が示唆されているオルガネラ間相互作用に着目
した研究も行っている。本セミナーでは，リン脂質輸送因子の同定に至る経緯から，オルガ
ネラ間相互作用に関する最新の知見をもとに，これまで見過ごされてきた細胞内リン脂質動
態の意義について議論したい。 
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